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■
条
例
の
一
部
改
正

●

地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
る
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

人
吉
市
が
中
心
都
市
宣
言
を
お
こ

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
吉
球
磨
定
住

自
立
圏
構
想
連
携
協
定
の
締
結
又
は
変

更
若
し
く
は
廃
止
す
る
旨
を
通
告
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
す
べ
き

事
件
と
す
る
た
め
の
改
正
。

●

社
会
教
育
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　
　

社
会
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
社
会
教

育
委
員
の
構
成
の
基
準
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
改
正
。

■
追
加
提
案

●

工
事
請
負
契
約
の
締
結

１　

契
約
の
目
的

　

白
滝
公
園
整
備
工
事

２　

契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
付
し
落
札
契
約

３　

契
約
金
額

　

８
８
，５
４
２
，７
２
０
円

４　

契
約
の
相
手　

熊
本
県
球
磨
郡
五

木
村
甲
１
０
４
６
番
地
９

　
　

大
乗
技
建
日
本
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

堀
川
匠
太

こ
ん
な
こ
と
が

　

決
ま
り
ま
し
た

６月定例会

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
情
報
・
取
材
に

専
従
す
る
任
期
付
職
員
の
採
用

　

平
成
26
年
第
２
回
五
木
村
議
会
定
例
会
が
平
成
26
年
６
月
11
日
か
ら
12

日
ま
で
の
２
日
間
開
催
。「
条
例
の
一
部
改
正
案
件
２
件
」、
平
成
26
年
度

補
正
予
算
案
件
４
件
」、「
追
加
提
案
１
件
」
の
合
計
７
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
般
質
問
に
は
２
人
の
議
員
が
村
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一般会計・特別会計補正予算
会　計　名 補正額 予算現額

一 般 会 計 3,418万円 30億9,864万円

介 護 保 険 特 別 会 計 6万円 1億9,499万円

代替地上下水道事業特別会計 181万円 1,438万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 25万円 2,310万円

一般会計補正予算の主なもの

総 務 費

任期付職員の給与・手当・共済費　………………………… 643万円
社会保障・番号制度に伴う個人情報保護制度再構築支援業務委託　 … 424万円
林業振興基金積立金　………………………………………… 480万円
村有林分収林地主支払金　…………………………………… 320万円

民 生 費 保育所民営化検討委員会設置費用　…………………………… 24万円

農 林 水 産 業 費 木の駅プロジェクト事業補助金　…………………………… 300万円
森林測量ＧＰＳ端末購入費　…………………………………… 91万円

災 害 復 旧 費 林道空舎線地質調査業務委託　……………………………… 800万円
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臨
時
議
会

平
成
平
成
2626
年
第
３
回
議
会
臨
時
会

年
第
３
回
議
会
臨
時
会

（
平
成

（
平
成
2626
年
３
月

年
３
月
3131
日
）
日
）

議　

案　

名

採
決
結
果

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
五
木
村
健
康
・
交
流
広
場
（
仮
称
）
整

備
工
事
（
そ
の
１
））

可
決

（
全
会
一
致
）

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
五
木
村
健
康
・
交
流
広
場
（
仮
称
）
整

備
工
事
（
そ
の
２
））

可
決

（
全
会
一
致
）

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
村
道
葛
の
八
重
線
道
路
改
良
工
事
）

可
決

（
全
会
一
致
）

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
林
道
八
重
線
開
設
工
事
）

可
決

（
全
会
一
致
）

平
成
25
年
度
五
木
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

可
決

（
全
会
一
致
）

平
成
25
年
度
五
木
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

可
決

（
全
会
一
致
）

平
成
25
年
度
五
木
村
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

可
決

（
全
会
一
致
）

平
成
25
年
度
五
木
村
代
替
地
上
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

可
決

（
全
会
一
致
）

平
成
平
成
2626
年
第
４
回
議
会
臨
時
会

年
第
４
回
議
会
臨
時
会

（
平
成

（
平
成
2626
年
４
月

年
４
月
2222
日
）
日
）

議　

案　

名

採
決
結
果

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
（
報
告
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
五
木
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
）

承
認

（
全
会
一
致
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
五

木
村
健
康
・
交
流
広
場
（
仮
称
）
整
備

工
事
（
植
栽
工
））

可
決

（
全
会
一
致
）

平
成
平
成
2626
年
第
５
回
議
会
臨
時
会

年
第
５
回
議
会
臨
時
会

（
平
成

（
平
成
2626
年
５
月

年
５
月
1414
日
）
日
）

議　

案　

名

採
決
結
果

工
事
請
負
契

約
の
締
結
に

つ
い
て
（
五

木
村
健
康
・

交
流
広
場

（
仮
称
）
整

備
工
事
（
大

屋
根
棟
））

可
決

（
全
会
一
致
）

平
成
26
年
度

五
木
村
一
般

会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

可
決（
賛
成

６
、反
対
２
）

第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
補
助
金
計
上
の
説
明

第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
補
助
金
計
上
の
説
明

（
一
般
会
計
補
正
予
算
）

（
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　

企
画
費
に
「
第
３
セ
ク
タ
ー
観
光
拠
点
施
設
整
備
補
助

金
」
の
４
千
６
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

旧
大
乗
建
設
の
敷
地
と
建
物
等
を
「
㈱
子
守
唄
の
里　

五

木
」
が
購
入
す
る
た
め
に
村
か
ら
補
助
金
と
し
て
支
出
さ

れ
る
も
の
で
、
目
的
は
物
産
館
内
の
第
３
セ
ク
タ
ー
や
観

光
協
会
の
事
務
室
に
商
談
や
職
員
の
事
務
机
を
置
く
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
。
ま
た
「
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
」
を

来
年
度
か
ら
運
営
す
る
た
め
に
は
時
間
が
な
く
、
運
営
会

社
と
の
契
約
を
早
期
に
完
了
し
た
い
た
め
、
当
該
敷
地
等

を
買
い
取
り
、
今
後
の
運
営
の
充
実
を
図
り
た
い
と
の
理

由
で
す
。

討　
　

論

討　
　

論

反
対
（
田
山
淳
士
議
員
）

賛
成（
岡
本　

正
議
員
）

　

再
三
、
全
員
協
議
会
で

協
議
を
し
て
き
た
が
、
不

透
明
な
説
明
が
何
箇
所
も

あ
り
、
慎
重
に
対
応
す
べ

き
で
あ
る
。
第
３
セ
ク

タ
ー
も
赤
字
経
営
で
あ
る

た
め
、
も
っ
と
検
討
を
重

ね
１
、
２
ヶ
月
遅
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
影
響
は
な
い
。

も
っ
と
慎
重
に
考
え
る
意

味
で
私
は
反
対
す
る
。

　

第
3
セ
ク
タ
ー
は
、村
が

雇
用
対
策
と
住
民
の
所
得

向
上
の
た
め
に
立
ち
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。今
回
、新

た
な
雇
用
の
場
の
確
保
と

そ
の
体
制
を
構
築
す
る
た

め
に
、ど
う
し
て
も
必
要
な

物
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、是
非
、第
3
セ
ク
タ
ー

が
成
功
す
る
よ
う
に
更
な

る
努
力
を
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
、私
は
賛
成
で
あ

る
。

旧大乗建設事務所跡
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山
本
議
員　

全
国
連
合
小
学
校
長

会
並
び
に
全
日
本
中
学
校
長
会
が

去
る
４
月
25
日
に
、
今
国
会
で
審

議
さ
れ
て
い
る
教
育
委
員
会
制
度

改
革
に
つ
い
て
、
下
村
文
部
科
学

大
臣
に
要
望
を
提
出
さ
れ
、
内
容

は
３
点
、
政
治
的
中
立
性
の
確
保
、

教
育
の
持
続
性
の
確
保
、
学
校
や

地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
な
ど
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
教

育
長
の
考
え
は
。

深
水
教
育
長　

教
育
と
い
う
の
は

国
民
と
し
て
共
通
に
必
要
な
も
の

を
身
に
付
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

中
立
性
は
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
。
継
続
性
、
安
定

性
に
つ
い
て
も
子
供
達
の
健
全
な

発
達
、
一
貫
し
た
教
育
の
方
針
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
教
育
が
行
わ
れ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

　

地
域
住
民
の
意
向
は
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
、
こ
れ
が
一
体
と
な
っ

て
教
育
を
進
め
て
い
き
、
法
案
が

改
正
さ
れ
て
も
引
き
続
き
大
切
に

し
、
本
村
に
お
い
て
も
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
制
度
改
革
は　

│
│
│
│
山
本
議
員

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
く

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
深
水
教
育
長

電子黒板で授業を受けている風景

タブレット授業を受けている学生

を 問 う ！
一般質問
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一般質問

村 づ く り 　

●
耕
作
放
棄
地
の
対
応
は

藤
本
議
員　

高
齢
化
で
耕

作
放
棄
地
が
多
く
な
り
、

鹿
、
猪
、
猿
の
行
動
エ
リ

ア
が
広
く
な
っ
て
お
り
、

猿
が
人
家
に
入
る
。
人
を

襲
う
問
題
も
発
生
し
て
お

り
、
早
目
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
が
。

和
田
村
長　

耕
作
放
棄
地

が
拡
大
す
る
と
餌え
さ

場
が
増

え
活
動
が
活
発
に
な
る
。

行
動
エ
リ
ア
や
群
れ
の
調

査
を
や
っ
て
い
る
が
、
大

変
な
課
題
と
思
っ
て
い

る
。

質
問　

農
協
・
全
農
・
全

中
の
制
度
改
革
地
域
農
産

物
の
生
産
を
目
的
と
す
る

農
業
の
株
式
化
で
本
村
も

農
業
法
人
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

村
長　

第
三
セ
ク
タ
ー
等
で

農
業
参
入
の
奨
励
金
的
な

予
算
化
を
し
て
お
り
、
耕

地
の
標
高
差
や
、
気
象
条

件
を
生
か
し
農
業
参
入
が

で
き
れ
ば
と
思
って
い
る
。

質
問　

県
内
企
業
の
農
業

参
入
が
98
件
あ
り
、
ト
マ

ト
、
レ
タ
ス
が
51
％
で
３

４
０
人
の
雇
用
が
生
ま
れ

て
お
り
、
本
村
で
も
取
り

組
む
考
え
は
。

村
長　

設
備
投
資
す
る
企

業
が
な
く
困
っ
て
い
る
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
等
に
つ
い
て

は
大
面
積
が
必
要
な
い
の

で
、
特
化
し
た
農
産
物
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
問　

農
林
業
を
担
う
若

い
人
が
村
に
少
な
く
、
村

外
及
び
外
国
人
を
受
け
入

れ
る
考
え
は
。

村
長　

農
業
法
人
の
経
営

と
し
て
活
動
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
、
そ
こ
で
働
く

方
が
独
立
す
る
こ
と
が
理

想
で
あ
る
。

質
問　

水
没
予
定
地
中
部

エ
リ
ア
久
領
地
区
で
ハ
ウ

ス
栽
培
を
し
、
若
い
方
の

雇
用
の
場
と
し
て
活
用
す

る
考
え
は
。

村
長　

代
替
農
地
エ
リ
ア

と
し
て
計
画
し
て
お
り
、

具
体
的
に
今
年
中
に
詰
め

る
。
企
業
の
参
入
と
し
て

従
業
員
を
募
集
し
て
も
人

が
集
ま
る
か
、
不
安
も
あ

る
。

●
林
業
の
担
い
手
の
育
成

質
問　

本
村
の
林
業
従
事

者
は
高
齢
化
し
て
お
り
、

本
村
の
膨
大
な
森
林
を
今

後
ど
う
守
る
考
え
か
。

村
長　

村
、
県
、
森
林
組

合
で
検
討
を
し
て
い
る
。

日
々
の
賃
金
を
月
給
制
に

移
行
し
、
一
方
、
林
業
従

事
者
専
用
の
住
宅
も
検
討

し
て
い
る
。

質
問　

林
業
従
事
者
は
雨

天
時
、
積
雪
時
で
作
業
が

で
き
な
い
。
助
成
措
置
等

の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
。

村
長　

通
年
ベ
ー
ス
で
雇

用
が
で
き
る
形
を
取
る
必

要
が
あ
る
。
素
材
生
産
や

丸
太
を
振
り
分
け
て
付
加

価
値
を
付
け
る
場
所
を
造

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

林
業
指
導
所
、
育

成
基
金
、
県
林
務
課
関
係

Ｏ
Ｂ
の
方
の
助
言
や
指
導

を
受
け
て
担
い
手
を
育
成

の
考
え
は
。

村
長　

ご
協

力
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

中
国

の
電
力
会
社

が
国
内
の
山

林
平
地
を
買

収
し
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
を

設
置
し
て
お

り
、
本
村
で

も
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の

問
題
で
の
対

策
は
。

村
長　

規
制

す
る
方
法
が

な
い
の
か
検
討
し
た
い
。

山
林
売
買
後
の
届
出
で
も

あ
り
売
買
前
に
把
握
が
で

き
な
い
。
日
本
の
中
間
業

者
が
入
っ
て
お
り
、
全
く

分
か
ら
な
い
。
情
報
の
把

握
に
努
め
た
い
。

質
問　

ふ
る
さ
と
五
木
づ

く
り
計
画
も
残
す
と
こ
ろ

５
年
で
あ
り
、
農
地
や
山

林
を
活
用
し
た
産
業
振
興

に
取
り
組
む
必
考
え
は
。

村
長　

椎
茸
や
レ
タ
ス
、

ト
マ
ト
、
薬
草
栽
培
等
立

派
な
も
の
が
で
き
て
お
り

量
的
に
ま
と
め
て
売
る
出

口
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

耕作放棄地の対応と林業担い手の育成は
　　　　──────────── 藤本議員

国、県の財政面の協力と目標に向けて取り組む
　　　　──────────── 和田村長

計画されている農地エリア
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山
江
村
山
田
小
学
校

                  

                  

　

近
年
、
学
校
教
育
の
現
場
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・

電
子
黒
板
等
を
教
材
と
し
て
使
う
授
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
本
村
東
小
学
校
も
平
成
24
年
度
事
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
材
を
購
入
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
機
材
を
活
用
し
た

授
業
を
行
っ
て
お
り
、
当
委
員
会
も
昨
年
、
東
小
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
概
要
説
明
と
授
業
見
学
・
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
、
東
小
学
校
も
〔
Ｉ

Ｃ
Ｔ
「
未
来
の
学
校
」
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
校
〕

の
指
定
を
受
け
、
更
な
る
実
践
活
用
と
本
村
の
子
供
た

ち
の
学
力
向
上
を
期
待
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
い
て
、

全
国
で
も
先
進
地
で
あ
る
山
田
小
学
校
の
取
り
組
み
を

調
査
し
、
各
委
員
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
知
識

向
上
を
図
る
た
め
視
察
研
修
等
を
行
っ
た
。

①
山
田
小
校
長
よ
り
取
組
状
況
と
概
要
説
明

②
質
疑
応
答

③
６
年
生
の
授
業
（
社
会
）
見
学

④
意
見
交
換
会

　

山
田
小
校
長
の
説
明
に
よ
る
と
、
端
末
周
辺
機
器
の

整
備
は
大
変
重
要
で
、
機
材
が
充
実
し
て
い
れ
ば
、
授

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
学
力
の
向
上
に
つ
な
が

り
、
先
生
方
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

し
か
し
、
先
生
方
は
数
年
単
位
で
移
動
が
あ
り
、
子

供
た
ち
も
中
学
校
へ
上
が
る
と
、
違
っ
た
ソ
フ
ト
で
学

習
し
て
い
た
場
合
、
戸
惑
い
も
生
じ
る
の
で
は
と
懸
念

さ
れ
る
。
こ
の
様
な
学
習
機
材
は
、
管
内
で
統
一
し
た

も
の
で
取
り
組
み
が
出
来
る
よ
う
に
図
ら
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
機
材
に
対
す
る
「
苦
手
意
識
」
の

克
服
や
「
思
い
や
り
」
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合
を
図
り
、
よ
り
良
い
学
習
効
果

を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
た
。
五
木
東
小
学
校
に
お
い
て

も
同
じ
よ
う
な
環
境
の
学
校
と
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い

て
連
携
が
取
れ
れ
ば
、
よ
り
一
層
の
学
習
効
果
が
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
お
ら
れ
た
。

＿ 総務常任委員会報告 ＿

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
実
践
校
視
察
研
修
及
び
意
見
交
換
会

調
査
の
目
的

意
見
交
換
と
ま
と
め

調
査
期
日

視
察
研
修
場
所

調
査
内
容

平
成
26
年
５
月
29
日

タブレットと手書きによる学習

社会科の授業（6年生38人）

★ＩＣＴ・・・Information and Communication Technology（インフォメーション アンド コミュ
ニケーション テクノロジー）の略称で、情報・通信の工学及びその社会的応用分野の総称。
近年「ＩＴ（Information Technology：情報技術）」から、それに変わり、ＩとＴの間
にＣ（Communication）が入り、コミュニケーションの力がコンピューター技術の向
上以上に注目されるようになった。
★タブレット・・・液晶画面（タッチパネル）を指で触れて操作できるコンピューター製品。
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国
道
４
４
５
号
（
瀬
目
ト
ン
ネ
ル
）、
国
道
４
４
５
号

（
九
折
瀬
・
神
屋
敷
間
）、
主
要
地
方
道
宮
原
五
木
線
（
八

代
市
東
陽
町
側
）
の
急
な
曲
線
の
危
険
箇
所
を
安
全
、

安
心
な
道
路
の
確
保
の
観
点
か
ら
現
地
の
調
査
を
行
っ

た
。

国
道
４
４
５
号
（
瀬
目
ト
ン
ネ
ル
）

・
地
す
べ
り
が
年
間
５
ミ
リ
程
度
動
い
て
い
る
。

・
地
盤
検
討
委
員
会
が
２
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

・
安
全
対
策
は
観
測
器
・
自
動
通
報
装
置
・
水
抜
き
対

策
と
毎
日
の
目
視
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

・
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
、
迂
回
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
地

す
べ
り
回
避
す
る
案
が
望
ま
し
い
。

・
今
後
、
検
討
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
る
。

国
道
４
４
５
号
（
九
折
瀬
・
神
屋
敷
間
）

・
関
係
地
区
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
意
見
内
容
等

を
含
め
、
６
月
４
日
に
振
興
局
土
木
部
の
説
明
を
受

け
る
予
定
。

主
要
地
方
道
宮
原
五
木
線

・
当
路
線
の
改
良
促
進
期
成
会
は
平
成
25
年
３
月
に
解

散
さ
れ
て
い
る
。

・
産
業
振
興
に
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
２
次
改
良
工
事

に
向
け
改
良
箇
所
を
調
査
し
、
改
良
実
現
に
向
け
た

活
動
を
展
開
す
る
。

・
高
速
道
路
や
国
道
２
１
９
号
が
通
行
止
め
と
な
っ
た

場
合
、
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

国
道
４
４
５
号
（
瀬
目
ト
ン
ネ
ル
）

・
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
を
待
つ
。

国
道
４
４
５
号
（
九
折
瀬
・
神
屋
敷
間
）

・
６
月
４
日
に
土
木
部
の
説
明
を
受
け
て
対
応
す
る
。

主
要
地
方
道
宮
原
五
木
線

・
屈
曲
区
間
は
東
陽
町
側
が
多
く
、
八
代
土
木
管
轄
で

あ
り
、
協
議
が
必
要
。
全
員
協
議
会
で
協
議
し
対
応

す
る
。

国
道
４
４
５
号
（
瀬
目
ト
ン
ネ
ル
）、
国
道
４
４
５
号
（
九
折
瀬
・
神
屋
敷
間
）

主
要
地
方
道
宮
原
五
木
線
（
屈
曲
区
間
）
の
調
査
に
つ
い
て

各
現
地
の
問
題
点
と
課
題

ま
と
め

調
査
の
経
緯

調
査
期
日

＿ 経済常任委員会報告 ＿

センターラインを超えてくる車両（八代市東陽町側）

平
成
26
年
５
月
26
日

早期の整備が望まれる国道（村道九折瀬線入口）
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下谷地区 平瀬地区 下梶原地区

　ご希望のあった３地区 ( 下谷・平瀬・下梶原 ) にて、議会報告会と意見交換会を開催しました。この報告会
は過去２回行っておりますが、昨年８月に議会が新体制になってから初めて行ったものです。
　当日は正副議長より委員会の構成や次期議会選挙から議員定数（10 人→８人）の説明や総務常任委員会と
経済常任委員会は調査の報告（６ページと７ページに掲載）を行い、ダム対策委員会は国道 445 号の瀬目ト
ンネルや九折瀬・神屋敷間の状況を報告しました。
　意見交換会では、地区が抱える問題を直

じか

にお聞きすることができ、有意義な意見交換会ができました。区
長様をはじめ地区住民の皆様、大変ありがとうございました。
　総勢 59 人の方々にご参加いただき、たくさんのご意見をいただきました。紙面の都合上、下記ご意見等を
抜粋し掲載しますので、ご了承ください。

地区からのご意見等
地区名 ご意見・要望等（要約） 議会からの回答

下　

谷

　離村された方々は、なかなか五木へ帰って来られ
ない。その方の空き家が廃屋となり土地も荒れ果て、
解体するにもお金がかかり、結局放置される。空き
家を村で買い上げるなどの考えはないか。

　現在は空き家を改修し、U・I ターン者に貸して
いる。買い取って欲しいとの要望もあるそうだが、
今のところは改修して貸す、という事業である。ま
た、防犯上の問題も懸念されるため他市町村でも対
策を練っているようだ。執行部にも伝えたい。

①議会放送で途中から見ると、なかなか何を議論し
ているのか分からない。議論内容のテロップをふ
んだんに入れて欲しい。

②定例会や臨時会以外の委員会の模様も放送して欲
しい。

①議会事務局で編集を行っているが作業に3日ほど
かかっている。しかし、7月に専門の任期付職員
が採用されたので、今後、総務課と協議を行いた
い。

②職員の採用で委員会の取材等も可能になってくる
と思う。機材の充実を図り、地域行事等、色々な
放送が改善されていくと思う。

平　

瀬

　県道宮原五木線の椿地内（砂防ダム付近）で大型
車同士の離合が困難である。先日もあわや衝突事故
が起きそうになった。改良はできないのか。

　数十年前から建設課から熊本県へ要望をしている
が、砂防ダムのサイトでもあり、山側を掘削するの
も困難なようである。これからも要望や検討を行う
よう建設課に申し入れる。

　現在、平瀬集落の土地は村有地となっており、集
会所まで軽乗用車や車いすが通れるほどの道路を整
備できないか。もしくは、集会所自体を下へ移して
もらえないか。

　執行部へ伝えるが、地元住民で十分、話し合って
いただき、最良な案が提示できるようであれば、執
行部と議会に要望書を出していただきたい。

下
梶
原

　万蔵平線は県の作業道であるが、生活道路として
利用もしており、落石等も多く困っている。村道へ
の移管ができないか。

　2年前にも同じ要望があったので村に伝えている
が再度、伝えたい。村と県の協議により、合意を得
られれば、村道への認定も可能かと思う。

　議会が研修に行く際、研修内容に興味があるなら、
住民も同行できないか。

　議員の視察研修等は、国や国会議員への要望活動
も併せて行っている。住民の研修については、人材
育成基金事業もあるので、それをどんどん活用して、
行っていただきたい。

議会報告会と意見交換会を開催議会報告会と意見交換会を開催
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6月  1日 村道九折瀬線道路改良完成式（正副議長・
中村経済副委員長）

6月  3日 議会運営委員会
6月  4日 平成26年度川辺川ダム砂防事務所事業説明会
 6月定例全員協議会
 国道445号（九折瀬・神屋敷間）振興局

土木部説明会
6月  6日 6月定例郡議長会議（議長）
6月11日 平成26年第2回五木村議会定例会～12日
 消防団ポンプ操法展示訓練（議長）
6月17日 経済常任委員会
6月22日 球磨郡消防団操法大会（議長）
6月23日 例月現金出納検査（岡本正監査委員）～24日
6月27日 「ダムによらない治水対策」勉強会（議長、

田山ダム委員長）
 
7月  1日 議会報告会及び意見交換会（下谷）
7月  2日 球磨川水系川辺川砂防促進期成会総会（議長）
7月  4日 7月定例全員協議会
 川辺川ダム建設促進協議会定期総会（議長）
 三期成会合同定期総会（議長）
7月  6日 議会報告会及び意見交換会（平瀬・下梶原）

7月  7日 7月定例郡議長会議（議長）
7月11日 広報委員会
7月14日 一般県道五木湯前線・幸野染田線改良貫通

促進期成会総会（議長・岡本正経済委員長）
7月16日 平成26年第6回五木村議会臨時会
 広報委員会
7月17日 全国森林環境税創設促進議員連盟定期総会（議長）～18日
7月22日 議会全員協議会
7月23日 一般県道小鶴原女木線改良貫通促進期成会総会（議長）
7月24日 例月現金出納検査（岡本正監査委員）
7月25日 広報委員会
 
8月  3日 村道鶴線道路改良完成祝賀会（議長）
8月  5日 熊本県町村議長会正副議長研修会（正副議長）
8月  6日 8月定例全員協議会
 下球磨町村議長会連絡協議会総会（正副議長）
8月  8日 8月定例郡議長会議（議長）
8月19日 球磨郡監査委員連絡協議会研修会（岡本正監査委員）
8月21日 例月現金出納検査（岡本正監査委員）～22日
8月25日 熊本県町村議長会常任委員長・議会運営委員長研修会
 （議長・岡本精議運委員長・早田総務委員長・岡本正経済委員長）
8月29日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・山本議員）

議会の動き（６月～８月）

◎
役
場
に
は
い
つ
入
ら
れ
ま
し
た
か
？

　
　

平
成
25
年
４
月
に
採
用
さ
れ
、
建
設
課
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
２
年
目
で
す
。

◎
ど
ち
ら
の
ご
出
身
で
、
現
在
、
ど
の
地
区
に
お
住

ま
い
で
す
か
？

　
　

生
ま
れ
は
隣
の
東
陽
村
（
現
東
陽
町
）
で
す
。

頭
地
地
区
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

◎
役
場
に
採
用
さ
れ
る
前
は
、
ど
こ
で
ど
ん
な
仕
事

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

　
　

沖
縄
県
の
大
学
を
卒
業
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
の
営
業
会
社
に
勤
務
し
、
商
材
の
販
売
を
し

て
い
ま
し
た
。

◎
今
年
の
７
月
に
建
設
課
か
ら
住
民
税
務
課
に
異
動

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
建
設
課
で
の
仕
事
内

容
を
簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

建
設
課
に
は
１
年
３
ヶ
月
の
在
籍
で
し
た
が
、

道
路
の
維
持
修
繕
工
事
や
林
道
の
災
害
復
旧
工
事

の
監
督
員
、水
道
施
設
の
定
期
点
検
な
ど
で
し
た
。

多
く
の
住
民
の
方
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
五
木

村
の
地
理
に
つ
い
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

◎
住
民
税
務
課
で
は
、
何
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

　
　

主
に
国
民
健
康
保
険
税
と
村
県
民
税
の
担
当
を

し
ま
す
。ま
た
、地
籍
調
査
業
務
に
も
携た
ず
さわ
り
ま
す
。

住
民
の
方
々
と
接
す
る
機
会
が
多
く
な
り
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
五
木
村
で
の
生
活
で
、「
良
か
っ
た
こ
と
」
と
「
困
っ

た
こ
と
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
何
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

良
か
っ
た
こ
と
は
、
日
本
一
き
れ
い
な
川
と

山
々
に
囲
ま
れ
、
緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
暮
ら

し
が
で
き
、
何
よ
り
食
べ
物
が
美
味
し
い
こ
と
で

す
。
困
っ
た
こ
と
は
、
五
木
の
美
味
し
い
も
の
を

食
べ
す
ぎ
て
体
重
が
増
え
た
こ
と
で
す
。

◎
五
木
村
の
将
来
と
あ
な
た
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

五
木
村
は
少
子
高
齢
化
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
お
り
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
知
恵
を
出
し
協
力

し
合
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
振
興
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
私
も
一
人
の
村
民
と
し
て
村
づ
く
り

の
一
助
と
な
る
べ
く
頑
張
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
私
は
村
外
出
身
な
の
で
、
私
の
故
郷
と

五
木
村
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
い
、
五
木
村
と
村

外
の
方
々
と
の
懸か

け
橋
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

五
木
村
と
村
外
の
方
々
の

　
　
　
　
　

懸
け
橋
に
な
り
た
い

インタビュー

奥
おくむら

村 薫
のぶひろ

寛さん（30歳）
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五
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よ
り

発　
　

行　

五
木
村
議
会

発
行
責
任
者　

議
長　

西
村
久
徳

編　
　

集　

議
会
広
報
委
員
会

〒
八
六
八̶

〇
二
〇
一  

熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
甲
二
六
七
二
ー
七 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
九
六
六
）
三
七
ー
二
三
五
二

編
集
後
記

次
回
の
定
例
会
は
９
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
沢
津
地
区
は
、
椎
葉
地

区
と
、
端は
む
ら村
地
区
か
ら
な
り
、

国
道
４
４
５
号
を
下
鶴
地
内

か
ら
、（
県
道
２
４
７
号
）
九

連
子
落
合
線
に
沿
っ
て
子
別

峠
方
面
へ
約
12
〜
13
㎞
上
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
手
前
が

椎
葉
地
区
で
そ
こ
か
ら
右
へ

２
㎞
程
行
っ
た
集
落
が
端
村

（
昔
の
地
図
上
で
は
こ
こ
が
、

平
沢
津
と
表
記
さ
れ
て
い

る
）
で
あ
る
。
ま
た
、
椎
葉

地
区
か
ら
は
左
へ
村
道
端
海

野
線
が
延
び
て
い
る
。
現
在

の
よ
う
な
車
道
が
出
来
た
の

は
近
年
（
昭
和
41
年
頃
）
で

下
鶴
、
椎
葉
間
を
整
備
し
、

椎
葉
、
端
村
、
子
別
峠
間
（
後

の
県
道
２
４
７
号
線
）
に
つ

い
て
は
、
地
区
の
方
が
木
材

を
売
却
し
、
そ
の
代
金
で
工

事
を
し
て
も
ら
っ
た
経
緯
も

あ
っ
た
そ
う
だ
。
開
通
の
記

念
碑
が
椎
葉
地
区
の
集
落
入

口
辺
り
に
ひ
っ
そ
り
と
建
て

ら
れ
て
い
る
。
学
校
は
明
治

43
年
に
私
学
校
と
し
て
始
ま

り
、そ
の
後
、五
木
北
小
学
校
、

及
び
五
木
第
二
中
学
校
の
分

校
と
し
て
多
く
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
た
が
、
第
二
中
学

校
分
校
が
平
成
７
年
に
小
学

校
分
校
も
平
成
19
年
に
廃
校

と
な
っ
た
。
２
つ
の
集
落
の

真
ん
中
辺
り
に
な
る
山
頂
に

は
、
立
派
な
た
た
ず
ま
い
の

神
社
が
あ
る
。
創
建
年
は
、

定
か
で
は
な
い
が
、
五
木
阿

蘇
神
社
の
分
社
と
の
こ
と
。

参
道
は
尾
根
筋
に
あ
り
、
鳥

居
ま
で
の
両
側
に
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
林
が
続
き
、
境
内
は
鬱
蒼

と
し
た
森
に
囲
ま
れ
神
秘
的

で
あ
る
。
例
祭
は
、
春
祈
祷
、

秋
の
大
祭
（
10
月
22
日
）、
他

に
８
月
25
日
、
９
月
９
日
、

11
月
16
日
に
も
行
う
そ
う

だ
。
車
道
が
開
通
す
る
ま
で

は
、
山
の
尾
根
を
越
え
山
道

を
歩
い
て
、
八
重
地
区
へ
出

て
行
っ
た
と
聞
く
。
地
区
を

流
れ
る
平
沢
津
川
は
、
小
鶴

川
（
泉
町
下
鶴
地
区
）
に
合

流
し
、
や
が
て
、
川
辺
川
へ

と
注
ぐ
、合
流
点
は
下
鶴
（
八

代
市
）
と
、上
荒
地
（
五
木
村
）

の
境
界
を
成
す
と
こ
ろ
で
あ

る
。こ
こ
は
、県
道
と
国
道（
４

４
５
号
）
が
交
差
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
川
辺
川

の
川
向
こ
う
の
山
中
に
は
中

道
と
呼
ば
れ
る
集
落
が
あ

る
。
こ
の
地
区
の
紹
介
は
次

号
に
て
。

続
き
は
次
回
へ

＝＝平沢津地区平沢津地区＝＝

五木村五木村のの宝宝
シリーシリーズズ たたかからら

Vol.Vol.1212

平沢津（端村）

神　社

椎　葉

★夏初穂・・・昔、夏は流
はやりやまい

行病や天災、水難事故が多かったため、その災
わざわ

いが
　起きないよう、現代でも引き継がれ祈祷されている。


